
お
お
む
ね
六
年
毎
に
見
直
さ
れ
る

へ
き
地
級
地
に
つ
い
て
算
定
作
業
が

行
わ
れ
、
本
年
一
月
一
日
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

奧
尻
町
の
青
苗
小
・
青
苗
中
、
江

差
町
内
の
各
校
、
上
ノ
国
町
の
河
北

小
・
上
ノ
国
小
・
上
ノ
国
中
が
現
在

指
定
よ
り
下
が
り
ま
す
。
一
方
、
せ

た
な
町
の
久
遠
小
・
大
成
中
、
八
雲

町
熊
石
の
各
校
は
現
在
指
定
よ
り
上

が
り
ま
す
。
改
定
さ
れ
る
新
た
な
級

地
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

級
地
が
下
が
っ
た
主
な
要
因
は
、

道
立
江
差
病
院
の
診
療
機
能
の
拡
充

で
、
奧
尻
町
に
つ
い
て
は
「
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
存
在
が
加
味
さ

れ
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

へ
き
地
級
地
指
定
は
、
医
療
機
関

や
金
融
機
関
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
日
常
の
生
活
に
深
く
関
わ
り

を
持
つ
施
設
ま
で
の
距
離
を
「
基
準

点
数
」
と
し
て
算
定
し
、
そ
れ
に
、

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
数
割
合
や
教

職
員
数
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
利
用
不
可
地
な
ど
「
調
整
点
数
」

と
し
て
算
定
さ
れ

る
も
の
を
足
し
合

わ
せ
て
決
め
ら
れ

ま
す
。

〇
七
年
か
ら
分

娩
を
休
止
し
て
い

た
道
立
江
差
病
院

は
、
一
四
年
に
産

婦
人
科
を
再
開
、

診
療
機
能
が
充
実

し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
域
住
民
の

強
い
願
い
に
応
え

た
も
の
で
画
期
的

な
こ
と
で
す
。
一

方
、
眼
科
や
耳
鼻

咽
喉
科
な
ど
の
専
門
診
療
科
は
派
遣

医
に
よ
る
週
な
い
し
隔
週
の
開
設
で
、

充
実
を
求
め
る
声
が
根
強
く
あ
り
ま

す
。
旧
医
療
法
で
規
定
さ
れ
る
「
総

合
病
院
」
は
、
「
最
低
で
も
内
科
、
外

科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
」
の
開
設
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
道
立
江
差
病
院
は
、「
基

準
点
数
」
の
要
素
で
あ
る
「
旧
総
合

病
院
」
と
見
做
さ
れ
、
算
定
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
充
実
は
誰
も
が
望
む

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
命
と
健

康
を
守
る
切
実
な
社
会
的
課
題
で
す
。

し
か
し
、
相
次
ぐ
社
会
保
障
政
策
の

後
退
を
背
景
に
、
医
療
の
現
場
は
困

難
を
深
め
、
都
市
部
と
郡
部
の
医
療

格
差
も
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。
「
旧

総
合
病
院
」
と
一
括
り
に
し
て
し
ま

う
在
り
方
は
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
実
際
の
姿
や
格
差
の
実
態
が
き

ち
ん
と
反
映
さ
れ
る
制
度
設
計
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
に
必
要
な
生
鮮
食
料
品

や
衣
食
住
関
係
商
品
が
揃
う
店
舗
の

出
現
で
利
便
性
が
高
ま
る
と
い
う
効

果
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
制
度
運

用
の
際
、
何
を
持
っ
て
「
必
要
」
と

す
る
か
と
い
う
厳
密
な
精
査
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
物
流
の
多
く
を

海
路
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

離
島
の
特
別
な
実
情
に
つ
い
て
配
慮

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

も
実
態
と
格
差
に
配
意
し
た
制
度
の

仕
組
み
と
運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
せ
た
な
大
成
区
や
八
雲
熊

石
で
級
地
が
上
が
っ
た
要
因
は
、
校

史
を
閉
じ
ざ
る
を
得
な
い
熊
石
高
校

の
閉
校
に
よ
る
も
の
で
す
。
地
域
か

ら
高
校
が
無
く
な
る
と
い
う
事
態
は

教
育
環
境
の
深
刻
な
変
化
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
を
め
ぐ
る
条

件
格
差
を
埋
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
へ
き
地
教
育
振
興
法
は
、
教
育
の

機
会
均
等
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
へ
き

地
教
育
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
教
育
奨
励
法
で
す
。
へ
き
地

性
を
踏
ま
え
た
措
置
と
国
の
補
助
を

定
め
て
い
ま
す
。
施
設
・
住
宅
の
整

備
費
の
他
、
通
学
に
資
す
る
車
両
購

入
費
、
健
康
・
衛
生
管
理
事
業
の
際

の
医
師
な
ど
の
派
遣
費
な
ど
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
三
級
地
以
上
の

高
度
へ
き
地
に
つ
い
て
は
、
修
学
旅

行
経
費
や
学
校
給
食
事
業
費
な
ど
へ

の
補
助
も
行
わ
れ
ま
す
。

六
年
前
の
見
直
し
の
際
、
厚
沢
部

・
奧
尻
・
せ
た
な
・
今
金
の
管
内
各

町
と
熊
石
を
抱
え
る
八
雲
町
の
議
会

で
、
過
疎
化
の
実
態
を
十
分
制
度
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
「
意
見
書
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
格

差
は
む
し
ろ
広

が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も

と
教
育
を
守
る

た
め
の
制
度
改

善
は
切
実
で
す
。

関
係
者
の
共
同

が
重
要
で
す
。

（
裏
面
に
関
連
＝
へ
き

地
手
当

に
つ
い
て
）

２０１６年１月２９日 第 13 号

第 13号 檜山教職員組合

定価－年間３００円 〒 043-0056 江差町字陣屋町 86-1
組合員の購読料は ℡ 0139(52)0858 FAX (52)1490

組合費に含む 発行責任者 石 橋 英 敏
E-mail: hiyamakyoso@proof.ocn.ne.jp

発
行

改定へき地級地 2016年1月1日施行 管内・熊石域内関係

※北海道人事委員会告示(2015/12/25)から作成 網掛けは級地アップ

町・管轄 学校・施設 級地等

江差北小学校 準→特

江差小学校 準→特

江 差 町 南が丘小学校 準→特

江差北中学校 準→特

江差中学校 準→特

上ノ国小学校 準→特

上ノ国町 河北小学校 １→準

上ノ国中学校 準→特

奥 尻 町 青苗小学校 ５→４

青苗中学校 ５→４

せたな町
久遠小学校 ２→３

大成中学校 ２→３

雲石小学校 １→２

関内小学校 １→２

八 雲 町
相沼小学校 １→２

泊川小学校 １→２

熊石第一中学校 １→２

熊石第二中学校 １→２

道立学校
江差高等学校 準→特

上ノ国高等学校 準→特

共同調理場 江差町ほか２町学校給食センター 準→特

準=へき地に準ずる学校 特=特別の地域に所在する学校

奧尻・江差・上ノ国がダウン 大成区・熊石でアップ

奧
尻
港
を
出
港
す
る

フ
ェ
リ
ー
。
島
の
人
々
の

移
動
や
物
流
を
支
え

る
。
生
活
に
不
可
欠
な

「
足
」
＝
奧
尻
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

1949年開校の熊石高校。今年3月
で校史を閉じます。(八雲町ＨＰから)



一
月
一
二
日
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
賃
金

・
教
育
予
算
等
の
課
題
を
め
ぐ
る

交
渉
は
二
七
日
、
柴
田
教
育
長
か

ら
最
終
回
答
が
示
さ
れ
、
終
了
し

ま
し
た
。

賃
金
に
つ
い
て
は
、
人
事
委
員

会
の
勧
告
と
一
般
職
の
独
自
削
減

終
了
を
内
容
と
す
る
条
例
改
正
案

を
、
二
月
開
会
の
定
例
道
議
会
の

冒
頭
に
提
案
す
る
旨
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
独
自
削
減
を
め
ぐ
っ

て
こ
の
間
、
交
渉
団
は
「
管
理
職

の
削
減
も
止
め
、
文
字
通
り
人
件

費
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
確
立

す
る
こ
と
」
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
人
事
委
員
会
勧
告
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時
間
外
勤
務
等
の
縮
減
が
焦

眉
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
交
渉
で
、
学
校
現

場
か
ら
参
加
し
た
教
職
員
が
実

感
を
込
め
て
実
態
を
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
の
日
も
、「
失
敗
し
た

り
つ
ま
づ
い
た
り
す
る
子
ど
も

に
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
い
た
い
と

思
っ
て
も
叶
わ
な
い
。
学
校
自

体
が
子
ど
も
へ
の
教
育
的
な
対
応

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
危

機
感
を
滲
ま
せ
た
現
場
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
道
教
委
が
主
導
す

る
時
間
外
勤
務
等
縮
減
推
進
会
議

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
課
題
と

し
て
、
①
実
践
事
例
集
の
作
成
と

周
知
②
「
部
活
指
導
の
見
直
し
に

係
る
申
し
合
わ
せ
」
の
保
護
者
・

地
域
へ
の
浸
透
化
③
「
勤
務
時
間

割
振
り
等
に
関
す
る
要
領
」
の
活

用
状
況
の
検
証
④
土
曜
授
業
に
係

る
４
時
間
授
業
の
割
振
り
変
更
の

取
扱
い
を
挙
げ
、「
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
検
討
す
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

交
渉
団
は
、
部
活
指
導
の
改
善

は
「
見
え
る
形
」
で
取
り
組
む
こ

と
、
学
校
管
理
下
で
行
わ
れ
る
家

地
公
法
改
正
を
受
け
、

道
教
委
が
こ
の
四
月
か
ら

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
学
校
職
員
人
事
評
価
制
度
」
に

つ
い
て
、
一
月
二
〇
日
か
ら
組
合

と
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
「
学
校
職
員
評
価
制
度
」

と
「
昇
給
及
び
勤
勉
手
当
に
係
る

評
定
」
を
一
本
化
し
、「
能
力
」
と

「
業
績
」
で
評
価
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、

評
価
結
果
が
「
任
用
、
給
与
、
分

限
そ
の
他
の
人
事
管
理
の
基
礎
」

と
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
連
続
し
て

最
下
位
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
つ

い
て
分
限
処
分
（
免
職
、
降
任
、

降
給
）
の
契
機
と
し
て
活
用
」
と

あ
り
ま
す
。

庭
訪
問
や
教
育
相
談
な
ど
も
割
振

り
業
務
の
対
象
に
す
る
こ
と
、
週

休
日
半
日
業
務
２
回
で
１
日
の
振

替
と
な
る
よ
う
制
度
を
改
善
す
る

こ
と
、
介
護
休
暇
と
子
の
看
護
休

暇
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
な
ど
を

改
め
て
求
め
ま
し
た
。
多
忙
解
消

は
ま
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

交
渉
で
道
教
委
は
「
最
下
位
評

価
」
に
つ
い
て
、「
勤
務
実
績
不
良

の
事
実
、
適
格
性
欠
如
、
注
意
・

指
導
等
に
か
か
わ
ら
ず
改
善
が
見

ら
れ
な
い
程
度
を
想
定
し
て
い
る
」

と
回
答
（
二
八
日
・
山
本
教
育
職

員
監
）
。
組
合
は
「
定
義
が
抽
象
的
、

恣
意
的
な
運
用
の
可
能
性
は
否
め

な
い
」
と
し
て
具
体
的
な
検
討
を

求
め
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
個
々
の
「
能

力
」
と
「
業
績
」
に
評
定
を

下
し
て
「
職
員
の
資
質
向
上

と
学
校
の
活
性
化
」
を
図
る

と
い
う
制
度
が
教
育
現
場
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ど
う
か
、

誠
実
な
検
証
が
必
要
で
す
。

「
成
果
を
児
童
生
徒
に
還
元

す
る
た
め
」
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
な
お
の
こ
と
広
く
関

係
者
と
の
教
育
的
な
合
意
を

め
ざ
す
努
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
四
月
実
施
は
あ
ま
り
に

拙
速
で
す
。

道
教
委
は
「
思
想
・
信
条
、

個
人
的
な
属
性
な
ど
で
評
価

せ
ず
、
公
正
、
公
平
、
妥
当

で
透
明
性
の
高
い
も
の
と
な

る
よ
う
年
度
内
に
評
価
者
へ

の
説
明
を
行
う
」
と
し
ま

す
が
、
交
渉
団
は
「
年
度

末
年
度
始
業
務
の
中
で
現

場
に
負
担
を
強
い
る
こ
と

は
混
乱
を
招
く
。
慎
重
を

期
す
べ
き
」
と
強
く
主
張

し
ま
し
た
。

ま
た
、
制
度
が
管
理
職

と
教
職
員
の
関
係
を
「
評

価
者
」
と
「
被
評
価
者
」

に
押
し
込
め
、
信
頼
基
盤

を
損
な
う
危
険
性
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
、
「
学
校
運

営
に
は
話
し
合
い
が
必
要

で
あ
り
、
評
価
に
は
双
方

向
性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

こ
の
後
の
交
渉
最
終
盤

に
向
け
た
取
り
組
み
が
い

よ
い
よ
重
要
で
す
。

２０１６年１月２９日号 ひ や ま 第１３号

級地改定に伴う手当について、級地が下がる場合においては現在校に勤務中はそれ

までの級地での手当がそのまま支給されます。へき地手当及び準ずる手当の支給一

覧は下表のとおりです。 (道教委「教職員の給与のあらまし」より作成)

賃金・超勤・評価課題

主催：檜山民主教育研究会

◆日 時 平成28年2月6日（土）13:00～16:30

◆場 所 乙部町・元和交遊館 道の駅「元和」の向かい側

◆参加費 一般参加：500円 会員参加：300円

※申込 檜山民教事務局 小菅正勝までメールにて

ｅ-mail ｒｉｎ２ｈａｒｕ４＠ｅｚｗｅｂ．ｎｅ．ｊｐ お早めにどうぞ

教師のしくじり談

白山 尚さん(中学校教諭)

小菅正勝さん(中学校教諭)

しくじりながら学校現場で悪戦

苦闘し、子どもたちと向き合う二

人のベテラン教師。失敗談は成

功談以上に身近な学びの素材を

提供してくれるかもしれません。

今を見つめ直す機会になるので

実践報告

『生活綴り方的道徳の試み』

平川美和さん(空知・小学校教諭)

一見「よいこと」と思われることで

も、立場を変えて考えてみると、全く

違った世界が…「ケンカの当事者同

士が共に作文で綴る相対化」「桃太

郎に殺された鬼の子の側から創る

『物語』」など、ハッとさせられる実践。

●支給額＝（給料の月額＋扶養手当）×支給割合

●支給率は下表のとおり 準＝へき地学校に準ずる学校

特＝人事委員会が指定する学校(異動・転居した場合にへき地手当に準ずる手当が支給)

５ 級 ４ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級 準 特

３年間 4/100（人事委員会が

25/100 20/100 16/100 12/100 8/100 4/100 定める場合は6年間で、5年まで

は4/100、6年目は2/100）

話
し
合
い
・
双
方
向
の
関
係
性
が
大
切

四
月
実
施
は
あ
ま
り
に
拙
速

道教委幹部に質問する交渉団(右側、1月28日)

①
給
料
表
を
月
例
給
五
七
八
円
、
初

任

層
二
五
〇
〇
円
、
そ
の
他
一
一

〇
〇

円
程
度
改
定
。
ボ
ー
ナ
ス
は
４

･

１
０

月
へ
。

②
単
身
赴
任
手
当
は
、
平
成
二
七
年

度

分
を
四
月
に
遡
っ
て
一
六
〇
〇
円

改

定
し
二
七
六
〇
〇
円
に
。
平
成

二
八

年
度
分
を
さ
ら
に
二
四
〇
〇

円
改

定
し
三
〇
〇
〇
〇
円
と
す

賃金・教育予算交渉で最終回答を述べる

柴田教育長(1月27日)


